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諮 問 趣 旨 

１．諮問事項 

「下水道事業における次期中期経営計画（平成 28年度～32年度）の方向性」に

ついて諮問する。 

２．諮問趣旨 

（１）中期経営計画「こうべアクアプラン 2015」 

 現在、本市下水道事業においては、５ヵ年の中期経営計画「こうべアクアプ 

ラン 2015（平成 23年度～27年度）」に基づき事業を進めている。 

 この「こうべアクアプラン 2015」では、「安全で安心な暮らしの実現」「施 

設の効果的な活用」「良好な環境の創造」「地域の活性化」の４つの整備目標と 

「単年度収支の均衡を図り、健全で安定した経営を行う」という経営目標を定 

め、事業の必要性・緊急性・優先度を十分考慮した、効率的かつ効果的な下水 

道事業に取り組んできた。 

（２）下水道事業を取り巻く環境・課題 

①下水道施設の老朽化

 昭和 40 年代後半の高度成長期に集中的に整備した下水管や下水処場・

ポンプ場などの下水道施設が老朽化しており、これまで以上に改築更新を

加速させていく必要がある。 

②自然災害への対応

 近年多発する集中豪雨等の都市型水害や大型台風、南海トラフ地震など

の自然災害への対応も求められている。 

③循環型社会の実現

 近年、地球温暖化の顕在化や世界的な資源・エネルギー需給のひっ迫が

懸念されているため、下水道が有する資源・エネルギーを活用し、循環型

社会を実現していく必要がある。 

④下水道経営の現状

 使用料収入については、平成 20 年度から減少に転じており、また、今

後は、老朽化した施設の改築更新の加速や自然災害に対応していく必要が

あるため、より一層、効率的な経営が求められている。一方、下水道の技

術力を効率的に伝承し、安定的・持続的な下水道サービスを提供していく

とともに、市民の理解も不可欠であるため、より積極的な広報を展開して

いくことが求められている。 

（３）次期中期経営計画の策定 

現在、下水道事業を取り巻く環境・課題に対応すべく、次期中期経営計画（平

成 28年度～32年度）を策定したいと考えており、本審議会に対し、「次期中期

経営計画の方向性」について諮問するものである。 
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下水道事業を取り巻く環境・課題 

（１）人口の推移 

（２）処理水量・有収水量の推移 

（３）下水道資産の内訳 

 （H26 年度末 下水道資産) 

施設の種類 資産額（億円） シェア 

処理場 1,463 25.2% 

ポンプ場 256 4.2% 

管渠 3,757 62.2% 

その他 19 0.3% 

土地 548 9.1% 

合計 6,043 100% 
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行政区域内人口の実績と今後の予測 

● H2 ～ H26：神戸市推計人口（各年度の 10月 1日現在）

■   H27：神戸市推計人口（4月 1 日現在） 

■ H27 ～ H52：国立社会保障・人口問題研究所による推計値（中位推計）（H25.3 推計）

■

0 

（年度） 
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（４）下水道施設の老朽化 

 

 

 

 

 

 

 

①管渠（汚水管と雨水管） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     汚水管の老朽化で陥没事故発生(H26.4)          雨水管・頂版部の鉄筋腐食 
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現在：約330ｋｍ（約7%） 

10年後：約1,980ｋｍ（約40%） 

20年後：約3,100ｋｍ（約64%） 
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平成 26 年度末 神戸市汚水管および雨水管 管理延長 

 

管理施設（Ｈ26年度末） 

・処理場：６ヵ所       ・ポンプ場：２３ヵ所 

・汚水管：４,１１５km  ・雨水管：７７０km 
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②施設（処理場・ポンプ場） 

 

【処理場の改築更新計画】 

処理場 運転開始年(経過年数) Ｈ26 処理水量 H23～27 H28～32 H33～37 H38～42 H38～42 

東灘 S37年(51年) 16 万 mP

3
P／日   土木改築（分場）  

中部 S33 年(廃止) － 万 mP

3
P／日 垂水処理場にて改築 

西部 S40年(48年) 10 万 mP

3
P／日 土木改築（１系） 土木改築（２系）  

垂水 S49年(39年) 14 万 mP

3
P／日  設備増強    

玉津 S56年(32年) 7 万 mP

3
P／日     土木改築 

鈴蘭台 S43 年(45年) 2 万 mP

3
P／日   

 
  

ＰＩ S55年(33年) 1 万 mP

3
P／日  設備増強    

 

 

【ポンプ場の改築状況と更新計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       躯体コンクリート劣化による損傷            躯体コンクリート劣化による漏水 

(西部処理場)                （魚崎ポンプ場） 

処理場 運転開始年(経過年数) 流域面積  

和田岬(雨) S35年(－) 122 Ha 改築済み（新ポンプ場 H19運転開始） 

南駒栄(雨) S49年(41年) 82 Ha 改築済み（新ポンプ場 H25運転開始） 

魚崎(合) S37年(53年) 343 Ha H27 工事着手予定 

宇治川(雨) S30年(60年) 30 Ha 用地検討中 

その他   事業を平準化し順次改築を行う 
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（５）国の動向 

○社会資本整備審議会（平成 27 年 2 月） 

・平成 26 年 2 月 27 日に国土交通大臣から社会資本整備審議会長に対して「新しい時代の下水道

政策はいかにあるべきか」について諮問され、平成 27 年 2 月に【答申】が示されている。 
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